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一

鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
つ
い
て

久
　
野
　
美
　
樹

は
じ
め
に

　

鴻
慶
寺
石
窟
（
以
下
、「
鴻
慶
寺
」
と
略
称
す
る
こ
と
あ
り
）
は

洛
陽
と
長
安
を
結
ぶ
崤
函
古
道
沿
い
、
羲
馬
市
に
あ
る
標
高
四
三
五

メ
ー
ト
ル
の
白
鹿
山
の
崖
壁
上
に
鑿
た
れ
、
石
窟
の
南
に
澗
河
、
東

に
は
洛
陽
八
関
の
一
つ
函
谷
関
が
ひ
か
え
る
。
本
石
窟
に
は
北
魏
後

期
と
唐
の
二
期
に
計
八
窟
が
造
ら
れ（

（
（

、
最
も
北
に
あ
る
北
魏
窟
第
一

窟
は
現
存
最
古
の
類
に
入
る
西
方
浄
土
図
浮
彫
を
有
す
る
仏
教
美
術

史
上
極
め
て
重
要
な
石
窟
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
窟
内
の

各
図
像
に
つ
い
て
積
極
的
な
比
定
作
業
、
美
術
史
的
評
価
が
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た（

（
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
み
を
取

り
上
げ
、
図
像
と
様
式
、
制
作
年
代
等
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

鴻
慶
寺
第
一
窟
は
中
心
柱
を
有
し
、
窟
全
体
の
平
面
は
間
口
六
・

一
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
六
・
一
メ
ー
ト
ル
の
規

模
で
あ
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
北
東
に
一
二
〇
度
傾
き
南
東
に
門
口

を
開
い
て
お
り
、
前
方
の
ほ
と
ん
ど
が
崩
壊
破
損
す
る
。

一
、
釈
迦
関
係
の
造
形

　
（
１
）
定
光
仏
授
記
本
生
図
（
図
１
）
と
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因

縁
図
（
図
３
）

　

正
壁
は
幅
六
・
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
六
・
一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
壁
面

中
央
横
一
列
に
高
さ
二
五
セ
ン
チ
～
三
五
セ
ン
チ
の
小
型
尖
拱
龕

三
五
個
が
う
が
た
れ
（
図
４
下
方
）、
正
壁
全
体
を
上
下
に
分
け
る
。

下
方
に
は
龕
高
一
三
五
セ
ン
チ
の
四
大
龕
が
並
び
、
左
（
向
か
っ
て

右
）
の
第
一
龕
か
ら
第
三
龕
の
中
に
は
一
中
尊
二
脇
侍
像
が
彫
ら
れ

て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
こ
の
う
ち
第
一
龕
、
第
二
龕
各
中
尊
像
は
高
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二

め
の
台
座
痕
跡
か
ら
交
脚
像
、
第
三
龕
中
尊
像
は
低
い
方
形
台
座
に

禅
定
印
趺
坐
像
が
彫
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
四
龕
像
は
全

て
破
損
し
て
元
の
姿
が
わ
か
ら
な
い
。

　

正
壁
上
方
の
中
央
に
は
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
後
に
述
べ

る
降
魔
図
（
図
４
）
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、
中
央
の
釈
迦
像
を
失
う
も

の
の
、
多
く
の
精
彩
あ
る
魔
衆
群
を
残
す
。
降
魔
図
の
左
側
に
は
定

光
仏
授
記
本
生
図
、
右
側
に
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
と
推
察

さ
れ
る
浮
彫
が
あ
る
。

　

定
光
仏
授
記
本
生
図
（
図
１
）
と
は
、
釈
迦
の
前
生
で
あ
る
青
年

修
行
者
儒
童
菩
薩
が
、
少
女
か
ら
蓮
華
を
買
い
求
め
、
過
去
仏
の
定

光
仏
（
＝
燃
燈
仏
）
に
そ
の
蓮
華
を
捧
げ
、
ま
た
同
じ
く
儒
童
菩
薩

が
定
光
仏
の
前
に
広
が
る
泥
に
自
ら
の
髪
を
敷
く
こ
と
で
定
光
仏
の

足
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
手
厚
い
供
養
に
因
り
定
光
仏
か
ら

未
来
に
成
仏
す
る
授
記
を
受
け
る
話
で
あ
る
。

　

鴻
慶
寺
の
定
光
仏
授
記
本
生
図
は
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
浅
い
方
形
龕
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
定
光
仏

立
像
は
体
を
右
の
儒
童
菩
薩
の
方
に
少
し
傾
け
、
撫
で
肩
の
幅
広
い

体
に
双
領
下
垂
式
に
衣
を
纏
う
。
楕
円
形
に
近
い
宝
珠
形
の
頭
光
を

も
つ
頭
部
は
失
わ
れ
、
右
腕
は
屈
し
胸
前
で
施
無
畏
印
を
と
り
、
左

腕
も
曲
げ
て
腹
前
で
掌
を
仰
向
け
、
第
一
、二
指
を
伸
ば
し
他
の
指

を
屈
す
る
。
如
来
立
像
の
左
右
に
は
、
宝
珠
形
と
思
わ
れ
る
頭
光
を

図 1　定光仏授記本生図
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三

も
つ
長
身
の
菩
薩
立
像
が
各
一
体
ず
つ
配
さ
れ
る
。
宝
冠
を
つ
け

た
左
菩
薩
像
は
両
手
で
胸
前
に
半
開
の
蓮
華
の
花
ら
し
き
も
の
を
持

ち
、
右
菩
薩
像
は
蓮
蕾
を
持
つ
か
と
思
わ
れ
る
左
手
の
甲
を
表
に
向

け
胸
に
当
て
、
右
の
手
を
軽
く
屈
し
て
儒
童
菩
薩
か
ら
花
部
分
を
破

損
し
た
一
茎
の
蓮
華
を
受
け
取
ろ
う
と
す
る
。
菩
薩
像
の
周
囲
に
は

数
体
の
頭
光
を
も
つ
比
丘
像
が
あ
り
、
右
菩
薩
像
の
右
側
に
は
、
菩

薩
像
の
四
分
の
三
ほ
ど
の
背
の
高
さ
で
儒
童
菩
薩
像
が
左
の
菩
薩

像
を
仰
ぎ
見
る
よ
う
に
立
つ
。
儒
童
菩
薩
像
は
左
手
に
蓮
蕾
の
つ
い

た
三
本
の
茎
、
右
手
に
蓮
蕾
の
つ
い
た
四
本
の
茎
を
握
る
。
繰
り
返

し
と
な
る
が
左
手
の
二
つ
の
蓮
蕾
は
失
わ
れ
、
右
手
の
二
つ
の
蓮
蕾

も
破
損
す
る
。
な
お
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
作
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
儒

童
菩
薩
が
定
光
仏
に
髪
を
踏
ま
せ
る
場
面
は
破
損
箇
所
を
考
慮
し
て

も
、
こ
こ
で
は
当
初
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
北
朝
期
の
定
光
仏
授
記
本
生
図
に
つ
い
て
は
、
安
田
治
樹
、

李
静
傑
両
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る（

（
（

。
定
光
仏
授
記
本
生
図
の
源
は

ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
あ
り
、
そ
れ
が
雲
岡
石
窟
を
は

じ
め
と
す
る
北
魏
の
造
形
に
伝
え
ら
れ
た
。
定
光
仏
授
記
本
生
図
の

構
成
に
は
大
き
く
分
け
て
「
異
時
同
図
法
の
説
話
的
な
表
現
形
式
」

と
「
中
央
の
定
光
仏
を
大
き
く
表
す
礼
拝
像
形
式
」
の
二
つ
の
形
式

が
あ
り
、
雲
岡
石
窟
に
は
両
形
式
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
雲
岡
石
窟

第
一
二
窟
前
室
東
壁
上
方
に
は
、
定
光
仏
を
中
心
に
大
き
く
表
現
す

る
礼
拝
像
形
式
の
定
光
仏
授
記
本
生
図
が
彫
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）。

そ
し
て
鴻
慶
寺
石
窟
の
定
光
仏
授
記
本
生
図
の
構
図
も
ま
た
礼
拝
像

形
式
の
範
疇
に
入
る
。
し
か
し
、
鴻
慶
寺
の
例
で
は
さ
ら
に
礼
拝
像

化
が
進
み
、
定
光
仏
は
や
や
儒
童
菩
薩
に
体
を
傾
け
、
儒
童
菩
薩
の

蓮
華
を
渡
す
行
為
と
関
連
性
を
見
せ
る
も
の
の
、
両
脇
に
脇
侍
菩
薩

立
像
を
各
一
体
従
え
、
仏
菩
薩
の
三
尊
形
式
を
と
る
上
、
蓮
華
の
茎

を
受
け
取
る
の
も
定
光
仏
で
は
な
く
右
脇
侍
菩
薩
像
で
あ
る
。
ま
た
、

雲
岡
石
窟
第
一
二
窟
像
の
儒
童
菩
薩
は
五
華
を
つ
け
た
一
本
に
み
え

る
蓮
華
の
茎
を
持
ち
、
こ
れ
は
『
四
分
律
』
の
「
五
花
共
一
茎
」
の

記
述
（
（
（

に
近
い
。
他
の
定
光
仏
授
記
本
生
図
の
出
典
で
あ
る
『
修
行
本

起
經
（
（
（

』、『
太
子
瑞
應
本
起
經
（
（
（

』
で
は
、
初
め
五
花
の
蓮
華
を
定
光
仏

に
散
花
し
、
後
に
二
花
を
散
じ
て
い
る
。
雲
岡
石
窟
（
図
２
）
で
は

定
光
仏
像
の
右
に
小
さ
く
表
さ
れ
た
儒
童
菩
薩
像
が
五
茎
の
蓮
華
を

持
ち
、
五
茎
と
い
う
数
字
が
守
ら
れ
て
い
る
が
、
鴻
慶
寺
石
窟
で
は

五
茎
に
二
茎
を
合
計
し
た
七
茎
と
い
う
数
字
の
み
を
守
り
、
儒
童
菩

薩
は
右
手
に
四
茎
の
蓮
華
、
左
手
に
三
茎
の
蓮
華
を
持
つ
。
そ
し
て

何
よ
り
、
鴻
慶
寺
石
窟
で
は
雲
岡
石
窟
ま
で
あ
っ
た
儒
童
菩
薩
の
布

髪
の
場
面
が
省
略
さ
れ
る
。
蓮
華
の
茎
を
儒
童
菩
薩
像
が
持
つ
こ
と

の
み
で
、
本
図
が
定
光
仏
授
記
本
生
図
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　

正
壁
の
降
魔
図
を
は
さ
み
右
側
に
は
、
幅
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
三
メ
ー
ト
ル
の
方
形
浅
龕
に
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
と
思
わ
れ
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四

る
図
が
浮
き
彫
り
さ
れ
る
（
図
３
）。

　

ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
は
、
土
遊
び
を
し
て
い
た
子
供
が
釈
迦

に
土
を
施
し
た
功
徳
の
結
果
、
や
が
て
転
生
し
て
転
輪
聖
王
と
称
さ

れ
る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
な
っ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

　

釈
迦
仏
立
像
を
中
心
と
す
る
一
群
の
像
は
、
四
本
の
柱
に
よ
り
立

つ
立
派
な
天
蓋
の
下
に
配
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
蓋
は
最
上
部
に

二
列
の
鱗
紋
、
そ
の
下
に
鋸
歯
紋
、
帷
を
垂
ら
す
。
天
蓋
の
左
右
の

端
に
は
龍
頭
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
漢
代
の
使
者
が
も
つ
節
に
つ
く
よ

う
な
房
状
の
も
の
が
複
数
下
が
る
。
中
央
の
仏
立
像
は
壁
面
の
中
央

に
四
分
の
三
体
を
左
に
傾
け
立
ち
、
双
領
下
垂
式
に
衣
を
纏
い
、
大

衣
の
先
を
掛
け
た
左
腕
を
軽
く
屈
し
て
楕
円
形
の
鉢
を
下
に
向
け

る
。
そ
の
鉢
の
先
に
は
、
何
か
を
差
し
出
す
両
手
が
見
え
、
童
子
像

を
破
損
す
る
が
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
を
表
現
し
て
い
た
と

推
察
さ
れ
る
。
仏
立
像
の
前
に
は
上
下
に
比
丘
立
像
各
一
体
が
あ
り
、

上
の
一
体
は
仏
像
と
同
じ
方
向
を
向
き
、
下
の
一
体
は
合
掌
し
て
仏

の
方
に
体
を
向
け
る
。
仏
立
像
の
後
ろ
に
は
、
上
方
に
合
掌
し
向
き

合
う
比
丘
立
像
各
一
体
、
そ
の
下
に
仏
立
像
と
同
じ
方
向
を
向
き
、

両
手
を
胸
前
に
置
く
菩
薩
立
像
二
体
を
配
す
。

　

こ
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
の
主
題
も
ま
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
源
が
あ
り
、
し
か
も
彼
の
地
で
前
述
の
定
光
仏
授

記
本
生
図
と
対
で
表
さ
れ
る
事
、
雲
岡
石
窟
で
も
こ
の
二
主
題
が
同

図 2　雲岡石窟定光仏授記本生図図 3　アショーカ王施土因縁図（旧写真）
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五

じ
空
間
に
表
現
さ
れ
る
点
が
安
田
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
雲

岡
で
は
九
例
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
前
述
の
第
一
二
窟
前
室
で
は
左
右
東
西
壁
上
方
に
定
光
仏

授
記
本
生
図
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
が
相
対
し
て
表
現
さ
れ
、

第
一
九
Ａ
窟
門
口
右
西
壁
の
龕
に
も
、
一
坐
仏
二
菩
薩
立
像
の
左
右

に
定
光
仏
、
ア
シ
ョ
ー
カ
両
図
が
配
さ
れ
る
。
鴻
慶
寺
第
一
窟
正
壁

で
も
中
央
を
降
魔
変
と
し
、
そ
の
左
に
定
光
仏
授
記
本
生
図
、
右
に

ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
を
配
し
、
こ
の
二
主
題
を
対
で
表
現
す

る
こ
と
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
雲
岡
石
窟
か
ら
鴻
慶
寺
に
ま
で
伝
わ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
現
在
失
わ
れ
て
い
る
鴻
慶
寺
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図

の
釈
迦
顔
部
は
旧
写
真
（
図
３
）
で
優
し
く
微
笑
ん
で
お
り
、
本
図

の
出
典
が
「
於
是
世
尊
、
即
便
微
笑
（
（
（

」
と
あ
る
『
付
法
藏
因
縁
傳
』

と
わ
か
る
。

　

さ
て
李
静
傑
氏
は
、雲
岡
石
窟
で
定
光
仏
授
記
本
生
図
、ア
シ
ョ
ー

カ
王
施
土
因
縁
図
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
た
二
主
題
が
、
洛
陽

遷
都
を
経
た
北
魏
後
期
以
降
、
造
形
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図

の
よ
う
に
童
子
像
を
大
き
な
仏
陀
立
像
の
横
に
造
り
な
が
ら
、
銘
文

に
「
定
光
仏
」
と
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
最
も
早
い
例
が
龍

門
石
窟
古
陽
洞
北
壁
第
一
六
五
龕
像
と
指
摘
す
る（

（
（

。
そ
こ
に
は
楣
拱

龕
中
に
一
如
来
二
菩
薩
立
像
を
彫
り
、
如
来
像
の
左
下
に
跪
く
童
子

像
の
痕
跡
が
残
る
。
説
話
性
は
失
わ
れ
礼
拝
像
形
式
が
進
ん
で
い
る

本
龕
像
に
は
「
永
平
三
年
（
五
一
〇
）
四
月
四
日
（
中
略
）
敬
造
定

光
石
像
一
区
並
二
菩
薩
」
の
銘
が
あ
り
、本
例
以
後
、東
西
魏
、北
斉
、

唐
ま
で
こ
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
事
も
李
静
傑
氏
に
よ
り
報
告

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
う
い
っ
た
事
か
ら
、
鴻
慶
寺
石
窟
の
例
は
、
定
光

仏
授
記
本
生
図
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
を
混
合
し
て
表
現
し

な
い
最
後
に
近
い
例
と
言
え
る
。

　
（
２
）
降
魔
図
（
図
４
～
図
６
）

　

正
壁
上
方
中
央
に
は
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の図 4　降魔図
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物
た
ち
は
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
そ
の
造
形
力
、
規
模
か
ら
考
え
て
、

完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
中
国
仏
教
美
術
史
上
屈
指
の
降
魔
図
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
定
光
仏
授
記
本
生
図
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
の
前

例
が
雲
岡
石
窟
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
降
魔
図
も
雲
岡
石
窟
に
八
例（
（1
（

見

ら
れ
る
。
雲
岡
の
八
例
の
う
ち
釈
迦
像
、
魔
物
等
の
形
式
に
細
か
い

差
異
が
あ
る
も
の
の
、
鴻
慶
寺
の
降
魔
図
と
共
通
す
る
形
が
次
の
四

点
あ
る
。

①
降
魔
図
の
中
央
上
方
で
山
を
持
ち
上
げ
る
魔
物
が
い
る（
（1
（

。

②
雲
岡
第
六
、
第
一
〇
、
第
三
五
各
窟
に
も
魔
物
の
中
に
上
半
身
裸

形
で
腰
巻
を
つ
け
頭
が
猪
、
猿
の
も
の
が
い
る
。

③
雲
岡
第
六
、
第
一
〇
、
第
一
二
各
窟
の
降
魔
成
道
図
中
、
中
央
の

釈
迦
を
右
上
か
ら
弓
矢
で
攻
撃
す
る
魔
物
、
そ
れ
と
対
称
に
左
上

又
は
左
か
ら
槍
で
攻
撃
す
る
魔
物
の
表
現
が
あ
る（
（1
（

。

④
雲
岡
石
窟
第
一
〇
窟
の
降
魔
成
道
図
で
は
、
鴻
慶
寺
像
と
同
じ
よ

う
に
釈
迦
像
の
左
下
に
釈
迦
を
誘
惑
す
る
胡
服
を
着
た
魔
王
の
三

人
の
娘
が
表
現
さ
れ
る（
（1
（

。

　

鴻
慶
寺
石
窟
の
降
魔
図
が
雲
岡
石
窟
の
降
魔
成
道
図
と
形
式
の
上

で
共
通
点
を
も
つ
こ
と
は
、
降
魔
成
道
図
を
造
形
す
る
際
の
図
像
集

の
よ
う
な
も
の
が
雲
岡
石
窟
と
鴻
慶
寺
石
窟
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
る
。
殊
に
、
共
通
点
③
と
し
た
攻
撃
す
る
魔
物
の
武
器
の
位
置

降
魔
図
の
浮
彫
が
あ
る
。
降
魔
図
中
央
下
部
の
釈
迦
成
道
像
は
今
日

失
わ
れ
、
そ
の
上
方
と
左
側
に
、
洛
陽
出
土
北
魏
孝
子
石
棺
浮
彫
に

あ
る
よ
う
な
樹
木
表
現
（
（1
（

の
菩
提
樹
が
残
る
（
図
４
、５
）。
左
側
の
菩

提
樹
の
下
方
に
は
、
元
来
成
道
像
の
光
背
に
沿
い
付
け
ら
れ
て
い
た

か
と
思
わ
れ
る
ふ
っ
く
ら
と
し
た
五
枚
の
蓮
華
の
花
び
ら
の
よ
う
な

形
が
み
ら
れ
る
（
図
５
）。
そ
れ
ら
は
放
射
状
に
並
ぶ
た
め
、
あ
る

い
は
釈
迦
か
ら
発
せ
ら
れ
た
光
、
あ
る
い
は
炎
の
表
現
の
よ
う
に
も

見
え
る
。
そ
の
花
び
ら
形
の
左
に
は
、
中
央
向
き
で
三
角
帽
を
被
り

武
装
し
猿
顔
を
し
た
魔
王
波
旬
と
思
わ
れ
る
人
物
が
立
ち
、
腰
に
左

手
で
剣
を
横
に
し
て
持
ち
、
右
手
で
三
個
の
蓮
蕾
の
つ
い
た
茎
を
執

る
（
図
５
）。
魔
王
の
後
ろ
に
は
被
り
物
を
つ
け
丸
い
鏡
あ
る
い
は

団
扇
を
持
つ
魔
王
の
三
人
の
娘
た
ち
が
い
る
。

　

成
道
釈
迦
像
を
失
っ
た
中
央
龕
の
右
に
は
九
体
、
左
に
は
魔
王
と

娘
た
ち
を
除
き
九
体
の
魔
物
た
ち
が
、
中
央
下
方
に
か
つ
て
あ
っ
た

釈
迦
像
に
向
け
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
人
間
の
形
を
し
た
魔
物
は
皆
上

半
身
裸
形
で
短
い
腰
巻
を
つ
け
、
髪
を
結
い
上
げ
る
も
の
、
三
角
帽

を
か
ぶ
る
も
の
、
髪
の
逆
立
っ
た
も
の
が
各
々
弓
矢
、
槍
な
ど
を
手

に
と
る
。
中
に
は
全
身
が
蛇
や
獣
の
魔
物
も
い
る
が
、
体
が
人
間
で

頭
が
猪
、
あ
る
い
は
武
装
し
た
猿
も
い
る
。
本
降
魔
図
の
中
央
上
方

に
は
、
二
体
の
髪
を
逆
立
て
た
人
間
形
魔
物
が
両
手
を
挙
げ
て
上
の

山
の
よ
う
な
物
を
持
ち
上
げ
る
（
図
４
中
央
上
方
、
６
左
上
）。
魔



鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
つ
い
て
（
久
野
）

七

図 5　降魔図魔王像部分

図 6　降魔図右上方部分
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（
３
）
愛
馬
別
離
図
（
図
７
）

　

鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
南
壁
左
上
方
に
は
、
釈
迦
が
出
家
し
た
際
、

林
の
中
で
愛
馬
犍け
ん

陟ぢ
ょ
く（
カ
ン
タ
カ
）
と
別
れ
る
場
面
が
浮
き
彫
り
さ

れ
る
。
悉
達
太
子
は
宝
冠
と
円
形
頭
光
を
つ
け
、
長
い
裙
を
は
い
た

右
足
を
左
脚
に
か
け
、
右
肘
を
曲
げ
半
跏
思
惟
の
姿
に
表
さ
れ
る
。

開
花
し
た
蓮
華
と
思
わ
れ
る
物
の
上
に
踏
み
下
げ
ら
れ
た
左
足
の
先

を
、
別
れ
を
惜
し
む
愛
馬
犍
陟
が
前
脚
を
屈
し
跪
い
て
舐
め
る
。
こ

れ
は
『
過
去
現
在
因
果
經
』
中
、
出
家
の
場
面
で
太
子
が
侍
者
と
愛

馬
に
城
に
帰
る
よ
う
に
促
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
犍
陟
が
「
膝
を
屈
し
、

が
雲
岡
の
三
窟
と
鴻
慶
寺
で
一
致
し
て
い
る
点
は
、
図
像
集
の
明
ら

か
な
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

一
方
、
鴻
慶
寺
の
降
魔
図
と
雲
岡
の
そ
れ
で
異
な
る
点
も
あ
る
。

①
雲
岡
の
降
魔
成
道
図
に
は
な
い
菩
提
樹
の
表
現
が
鴻
慶
寺
に
あ

る
。

②
雲
岡
の
降
魔
成
道
図
は
、
多
く
の
区
画
に
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
で

各
々
表
現
さ
れ
た
仏
伝
図
の
一
つ
で
あ
る
が
、
鴻
慶
寺
で
は
正
壁

中
央
上
方
の
目
立
つ
位
置
に
降
魔
図
を
配
す
る
。

　

雲
岡
の
降
魔
成
道
図
に
な
か
っ
た
菩
提
樹
表
現
が
鴻
慶
寺
に
見
ら

れ
る
点
は
、
鴻
慶
寺
の
降
魔
図
が
表
さ
れ
る
際
参
考
と
し
た
造
形
が

雲
岡
の
造
形
の
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
鴻
慶
寺
の

樹
木
図
の
様
式
が
、
洛
陽
出
土
の
北
魏
石
棺
に
見
ら
れ
る
中
原
的
な

も
の
で
あ
る
点
か
ら
、
洛
陽
城
内
外
の
仏
教
寺
院
に
描
か
れ
た
壁
画

な
ど
を
図
像
と
し
て
参
照
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
左

と
し
て
、
龍
門
石
窟
路
洞
南
壁
上
部
西
側
に
あ
る
北
魏
末
東
魏
初
制

作
の
降
魔
図
（
（1
（

に
は
、
如
来
像
上
方
に
樹
木
表
現
が
あ
る
。

　

ま
た
、
雲
岡
と
鴻
慶
寺
に
お
け
る
降
魔
図
の
位
置
、
扱
い
の
違
い

は
、
そ
の
石
窟
に
お
け
る
降
魔
図
の
も
つ
意
味
の
軽
重
に
関
係
し
て

い
よ
う
。
鴻
慶
寺
で
は
制
作
に
当
た
り
降
魔
し
て
成
道
し
た
釈
迦
の

行
い
を
重
視
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
と
推
察
す
る
。

図 7　愛馬別離図
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九

足
を
舐
め
、
涙
落
つ
る
こ
と
雨
の
如
し
（
（1
（

」
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
場

面
を
表
し
て
い
る
。
太
子
像
の
前
に
は
日
傘
を
差
す
侍
女
一
体
と
も

う
一
体
女
性
ら
し
き
人
物
、
他
に
冠
を
つ
け
る
漢
民
族
の
文
官
の
よ

う
な
人
物
七
体
ほ
ど
が
浮
き
彫
り
さ
れ
る
。
太
子
像
の
左
下
と
岩
場

の
間
か
ら
大
樹
が
生
え
、
太
子
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
像
群
全
て
を

お
お
う
。
樹
木
図
は
降
魔
図
同
様
洛
陽
出
土
石
棺
に
見
ら
れ
る
松
の

よ
う
な
中
原
的
表
現
で
あ
る
。

　

愛
馬
別
離
場
面
は
イ
ン
ド
に
前
例
は
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
ま
れ

に
見
ら
れ
、
雲
岡
石
窟
に
四
例
な
い
し
六
例
あ
る（
（1
（

。
こ
の
う
ち
雲
岡

第
六
窟
明
窓
西
側
像
は
太
子
の
像
高
が
約
一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
立

派
な
愛
馬
別
離
図
で
あ
る
。
し
か
し
雲
岡
の
例
に
は
い
ず
れ
も
樹
木

図
が
表
さ
れ
な
い
。
太
子
と
目
さ
れ
る
半
跏
思
惟
菩
薩
像
を
大
樹
が

お
お
う
表
現
は
龍
門
石
窟
北
魏
窟
に
見
ら
れ（
（1
（

、
こ
れ
も
ま
た
中
原
的

な
表
現
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
龍
門
石
窟
で
は
貴
人
が
跪
く
の
み
で

愛
馬
別
離
図
は
確
認
で
き
な
い（
（1
（

。

　

鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
は
、
こ
の
他
中
心
柱
西
（
後
）
面
に
五
尊

像
の
痕
跡
の
あ
る
大
龕
が
一
箇
所
彫
ら
れ
、
大
龕
上
に
鹿
図
を
伴
う

初
転
法
輪
図
（
（1
（

、
同
柱
南
面
中
央
龕
上
方
に
も
騎
馬
人
物
像
と
供
養
者

像
を
彫
る
説
話
図
（
（2
（

が
あ
る
と
す
る
が
、
今
日
摩
滅
が
著
し
く
詳
細
を

論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
北
壁
下
方
の
残
存
す
る
二
大
龕

像
痕
跡
の
上
方
西
側
に
は
比
較
的
鮮
明
な
城
と
人
物
群
像
図
が
あ

る
。『
鴻
慶
寺
石
窟
』
等
は
仏
伝
中
の
「
宮
中
歓
楽
・
出
城
図
（
（2
（

」
と

す
る
が
、
摩
滅
部
分
も
あ
り
こ
の
主
題
と
特
定
す
る
の
は
難
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
窟
の
奥
壁
、
左
右
壁
部
分
、
中
心
柱
の
現
存
部
分
に
は

定
光
仏
か
ら
釈
迦
の
前
生
の
修
行
者
へ
の
授
記
、
降
魔
図
を
主
と
す

る
仏
伝
等
が
図
像
化
さ
れ
、
修
行
者
へ
の
授
記
、
修
行
者
が
学
ぶ
べ

き
釈
迦
の
生
涯
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

二
、
西
方
浄
土
図
と
そ
の
意
義

　

鴻
慶
寺
第
一
窟
南
壁
で
は
下
層
の
四
大
龕
の
う
ち
西
か
ら
東
へ
数

え
て
第
一
龕
に
交
脚
菩
薩
像
、
第
二
龕
に
何
ら
か
の
像
が
あ
っ
た
痕

跡
、
第
三
龕
、
第
四
龕
に
一
仏
二
菩
薩
像
の
痕
が
あ
る
。
南
壁
上
方

西
側
に
は
前
述
の
愛
馬
別
離
図
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
釈
迦
多
宝

二
佛
並
坐
像
の
痕
跡
が
あ
る（
（2
（

。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
右
、
南
壁
上
方

中
央
の
大
画
面
形
式
の
浄
土
図
で
あ
る
。
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屋
根
、
雲
上
の
伎
楽
天
ら
し
き
像
の
痕
跡
が
あ
る（
（2
（

。

　

大
き
な
三
尊
坐
像
の
下
部
に
は
蓮
池
が
あ
り
（
図
８
～
11
）、
そ

こ
に
楽
器
を
演
奏
す
る
者
、
踊
る
者
が
お
り
、
こ
れ
は
『
無
量
壽
經
』

に
言
う（
（2
（

伎
楽
天
の
像
と
考
え
ら
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
蓮
池
の
中
で
多
く
の
蓮
蕾
、
開
き
か
け
た
蓮
華
、

開
い
た
蓮
華
の
上
に
坐
る
人
物
像
を
浮
き
彫
り
し
て
お
り
（
図
９
、

10
）、『
無
量
壽
經
（
（2
（

』、『
觀
無
量
壽
經
（
（2
（

』
の
説
く
三
輩
往
生
を
表
現
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
大
画
面
は
西
方
浄

土
を
表
現
し
、
中
央
上
方
の
三
尊
は
無
量
寿
仏
、
観
音
菩
薩
、
勢
至

菩
薩
の
各
像
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
２
）
制
作
年
代
と
中
国
仏
教
美
術
史
上
の
意
義

　

鴻
慶
寺
石
窟
に
制
作
年
代
を
示
す
有
年
紀
造
像
記
は
残
さ
れ
て
い

な
い
。
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
従
来
研
究
は
五
説

あ
り
①
宿
白
氏
―
五
二
八
年
の
河
陰
の
変
前
後（
（2
（

②
李
文
生
氏
―
北
魏

後
期（
（2
（

③
石
松
日
奈
子
氏
―
北
魏
末
か
ら
東
魏（
（2
（

④
河
南
省
古
代
建
築
保

護
研
究
所
―
洛
陽
遷
都
に
近
い
年
代
、景
明
年
間
を
下
ら
ず（
（3
（

（
四
九
四

年
頃
～
五
〇
三
年
頃
）
⑤
賀
玉
萍
氏
―
北
魏
末
か
ら
東
魏
（
（3
（

で
あ
る
。

宿
氏
は
煕
平
年
間
（
五
一
六
―
五
一
八
）
洛
陽
城
内
に
建
立
さ
れ
た

永
寧
寺
木
造
塔
の
構
造
、
仏
龕
の
配
置
が
本
窟
と
き
わ
め
て
似
て

お
り
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
は
鞏
義
大
力
山
石
窟
第
一
窟
と
共
に
永
寧
寺

　
（
１
）
西
方
浄
土
図
（
図
８
～
11
）

　

本
浄
土
図
の
幅
は
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
三
・
三
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
中
央
上
方
に
三
尊
坐
像
、
そ
の
下
方
に
蓮
池
、
伎
楽
天
、
蓮
華

化
生
像
を
配
す
る
。
少
し
彫
り
下
げ
窪
ん
だ
と
こ
ろ
に
浮
き
彫
り
さ

れ
た
中
尊
像
は
頭
部
を
失
い
全
高
は
一
五
〇
セ
ン
チ
、
膝
張
り
は

九
〇
セ
ン
チ
あ
る
。
禅
定
印
を
と
り
、
衣
を
双
領
下
垂
式
に
纏
い
右

足
を
露
出
し
趺
坐
す
る
。
長
い
裳
に
は
弧
状
の
襞
が
左
右
対
称
に
つ

く
ら
れ
、
下
半
身
及
び
蓮
華
座
蓮
肉
部
分
に
半
円
を
描
く
よ
う
に
大

き
く
懸
か
る
。
蓮
華
座
の
覆
蓮
の
蓮
弁
は
立
体
的
な
丸
み
が
あ
り
弧

を
描
い
て
連
な
る
（
図
８
、９
）。

　

そ
の
像
の
右
側
に
は
、
中
尊
像
よ
り
一
回
り
小
さ
い
全
高
一
一
〇

セ
ン
チ
の
像
が
仰
蓮
の
蓮
華
座
に
右
足
を
露
出
し
趺
坐
し
、
手
は
破

損
す
る
が
禅
定
印
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
図
８
）。
や
は
り

こ
ち
ら
も
襞
の
あ
る
裳
が
下
半
身
に
大
き
く
広
が
り
懸
か
り
、
そ
の

右
横
か
ら
は
薄
物
を
連
想
さ
せ
る
帯
が
ひ
ら
め
く
。
大
き
な
坐
像
を

は
さ
み
対
称
の
位
置
に
も
同
様
の
大
き
さ
の
仰
蓮
と
思
わ
れ
る
蓮
華

座
に
趺
坐
す
る
像
が
あ
り
、
破
損
著
し
い
も
の
の
、
高
い
髻
と
宝
珠

形
頭
光
が
見
て
取
れ
る
。
右
坐
像
の
さ
ら
に
右
側
に
も
小
ぶ
り
の
覆

蓮
蓮
華
座
が
あ
り
、
頭
部
を
破
損
す
る
が
、
僧
形
で
立
つ
人
物
像
の

痕
跡
が
あ
る
。
他
に
も
菩
薩
形
や
僧
形
を
し
た
五
、六
体
の
浮
き
彫

り
の
跡
が
三
尊
像
の
周
囲
に
認
め
ら
れ
、
上
方
左
端
に
は
楼
閣
の
瓦
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図 8　西方浄土図部分

図 9　西方浄土図部分
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一
三

塔
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る（
（2
（

。
そ
し
て
、
鴻
慶
寺
第
一
窟

に
あ
る
仏
伝
図
浮
彫
例
は
、
宿
氏
が
五
二
八
年
の
河
陰
の
変
以
後
、

五
三
四
年
頃
ま
で
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
る
龍
門
路
洞
（
（3
（

に
み
ら
れ
、

鴻
慶
寺
北
壁
西
上
方
に
み
ら
れ
る
城
楼（
（2
（

檐
下
の
人
字
形
割
束
の
曲
線

が
路
洞
中
の
屋
形
龕
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
制
作

年
代
を
五
二
八
年
の
河
陰
の
変
前
後
と
す
る
。
李
氏
は
北
魏
後
期
に

造
営
さ
れ
た
鞏
義
大
力
山
石
窟
内
の
中
心
柱
四
面
上
下
に
龕
を
設
け

る
形
式
の
類
似
か
ら
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
は
北
魏
後
期
の
作
と
す
る（
（2
（

。

　

本
稿
冒
頭
か
ら
み
て
き
た
よ
う
に
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
内
容
は
雲

岡
第
Ⅱ
期
の
造
形
に
近
い
。
仏
伝
図
が
多
い
こ
と
、
中
で
も
降
魔
図

の
魔
物
の
武
器
の
う
ち
、
釈
迦
の
右
上
か
ら
の
弓
矢
、
左
上
か
ら
の

槍
の
方
向
も
雲
岡
の
降
魔
図
と
同
じ
た
め
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
と
雲
岡

第
Ⅱ
期
窟
と
の
関
係
は
密
で
あ
る
。
河
南
省
古
代
建
築
保
護
研
究
所

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
太
和
一
八
年
（
四
九
四
）
の
遷
都
よ
り
少
し

前
に
造
営
さ
れ
た
雲
岡
第
六
窟
と
の
関
係
は
特
に
近
い
と
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
に
は
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
奥
壁
を
上
下
に
分
け
る
横
一
列
の

千
仏
龕
の
存
在
（
図
４
下
方
）、
ま
た
、
鴻
慶
寺
石
窟
の
定
光
仏
本

生
図
の
菩
薩
立
像
は
長
身
痩
せ
型
で
（
図
１
）、
こ
の
よ
う
な
特
徴

が
雲
岡
に
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
雲
岡
第
六
窟
中
心
柱
西
面
下

層
龕
外
に
左
手
で
宝
珠
形
香
炉
を
掲
げ
立
つ
菩
薩
像
な
ど
は
、
左
右

肘
先
か
ら
重
な
り
垂
れ
る
天
衣
の
形
な
ど
も
鴻
慶
寺
の
菩
薩
像
（
図

１
）
の
そ
れ
と
近
い
（
（3
（

。
そ
し
て
、
鴻
慶
寺
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因

縁
図
に
み
ら
れ
る
天
蓋
の
横
二
列
の
鱗
紋
、
そ
の
下
の
鋸
歯
紋
の

つ
く
り
は
、
五
一
七
年
頃
ま
で
に
造
営
さ
れ
た（
（3
（

龍
門
石
窟
賓
陽
中
洞

の
南
北
壁
上
方
に
見
ら
れ
る
紋
様
（
（3
（

と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿

の
鴻
慶
寺
ア
シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
の
件
で
触
れ
た
よ
う
に
、
永

平
三
年
（
五
一
〇
）
龍
門
古
陽
洞
龕
像
で
定
光
仏
授
記
本
生
図
と
ア

シ
ョ
ー
カ
王
施
土
因
縁
図
の
混
合
形
が
見
ら
れ
、
鴻
慶
寺
で
は
未

だ
こ
の
現
象
が
現
れ
て
い
な
い
点
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
造
営
年
が

五
一
〇
年
よ
り
も
前
に
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。
加
え
て
、
西
方
三

聖
像
が
坐
す
た
っ
ぷ
り
と
丸
い
蓮
華
座
の
表
現
は
、
龍
門
蓮
華
洞
の

正
光
六
年
（
五
二
五
）
五
月
一
五
日（
（3
（

銘
南
壁
第
六
〇
龕
龕
楣
の
宝
珠

の
蓮
華
座
（
（3
（

を
は
じ
め
、
蓮
華
洞
の
北
魏
窟
龕
浮
彫
に
み
ら
れ
る
。
以

上
様
々
な
要
素
か
ら
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
制
作
年
代
は
宿
氏
の
提
示

す
る
五
二
八
年
頃
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　

本
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お
け
る
最
初
期
の
大
画
面
形
式
に
よ

る
西
方
浄
土
図
と
い
う
極
め
て
美
術
史
的
価
値
の
高
い
浮
彫
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
文
生
氏
が
わ
ず
か
に
「
西
方
浄
土
を
表
現
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
一
言
述
べ
る（
（3
（

の
み
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た（
（3
（

。

　

従
来
知
ら
れ
て
い
る
南
北
朝
期
の
西
方
浄
土
図
に
は
、
麦
積
山
石
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四

窟
第
一
二
七
窟
右
壁
龕
上
に
描
か
れ
た
北
魏
末
西
魏
の
西
方
浄
土

図
（
（4
（

、
ま
た
六
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の
南
朝
で
制
作
さ
れ
た
成
都
万
仏

寺
址
出
土
の
浮
彫
（
（4
（

が
西
方
浄
土
を
表
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

さ
ら
に
北
斉
に
造
ら
れ
た
南
響
堂
山
石
窟
第
一
洞
、
第
二
洞
浮
彫
（
（4
（

、

同
じ
く
北
斉
の
小
南
海
中
窟
西
壁
の
九
品
往
生
図
（
（4
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。

麦
積
山
壁
画
と
成
都
万
仏
寺
址
浮
彫
は
画
面
奥
に
無
量
寿
仏
が
坐

し
、
そ
の
無
量
寿
仏
像
を
中
心
軸
に
し
て
左
右
下
方
が
末
広
が
り
と

な
り
一
種
の
遠
近
法
の
よ
う
な
空
間
構
成
が
な
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

表
現
は
鴻
慶
寺
の
西
方
浄
土
図
と
異
な
る
。
ま
た
、
小
南
海
中
窟
の

浮
彫
の
九
品
往
生
図
の
構
図
は
鴻
慶
寺
石
窟
の
西
方
浄
土
図
と
全
く

違
う
。
強
い
て
い
え
ば
、
無
量
寿
仏
を
は
じ
め
と
す
る
三
尊
坐
像
を

大
き
く
中
央
に
表
現
す
る
南
響
堂
山
の
西
方
浄
土
図
が
鴻
慶
寺
の
そ

れ
と
似
て
い
る
が
、
南
響
堂
山
の
西
方
浄
土
図
で
は
、
蓮
華
化
生
像

を
有
す
る
宝
池
が
四
角
く
太
い
陽
刻
線
で
囲
わ
れ
、
全
体
と
し
て
空

間
表
現
に
の
び
や
か
さ
が
な
い
。
こ
の
点
鴻
慶
寺
石
窟
の
西
方
浄
土

図
は
、
同
じ
宝
池
の
中
に
西
方
三
聖
坐
像
と
往
生
者
像
が
浮
き
彫
り

さ
れ
、
下
方
に
伎
楽
天
像
も
あ
り
、
む
し
ろ
初
唐
の
敦
煌
莫
高
窟
第

二
二
〇
窟
の
西
方
浄
土
図
（
（4
（

に
近
い
。
鴻
慶
寺
の
西
方
浄
土
図
は
前
述

の
ご
と
く
北
魏
後
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初

唐
の
西
方
浄
土
図
に
つ
な
が
る
要
素
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
仏

教
美
術
史
の
常
識
を
塗
り
替
え
る
造
形
で
あ
る
。
鴻
慶
寺
石
窟
の
立

地
が
長
安
と
洛
陽
と
い
う
文
化
の
先
進
地
帯
を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
あ

る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
進
ん
だ
様
式
の
西
方
浄
土
図
を
生
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
。結

び
に
か
え
て

　

鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
の
造
形
は
、
図
像
、
様
式
面
で
雲
岡
第
Ⅱ
期

の
造
形
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
本
稿
第
一
節
の
考
察
で
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

鴻
慶
寺
石
窟
は
洛
陽
に
近
く
、
そ
の
洛
陽
の
南
に
は
鴻
慶
寺
と
同

時
期
に
造
営
さ
れ
た
龍
門
石
窟
が
あ
る
。
龍
門
石
窟
に
は
、
著
者
が

一
九
八
九
年
以
来
指
摘
（
（4
（

し
て
い
る
よ
う
に
、
釈
迦
や
釈
迦
・
多
宝
二

仏
並
坐
、
弥
勒
等
の
像
を
造
り
西
方
託
生
を
望
む
造
像
記
が
無
量
寿

仏
像
を
造
り
西
方
託
生
を
望
む
造
像
記
よ
り
も
多
い
。
そ
う
い
っ
た

龍
門
の
西
方
託
生
願
望
を
明
ら
か
に
示
す
造
像
記
を
改
め
て
調
べ
る

と
合
計
一
七
例
（
（4
（

あ
り
、
そ
の
尊
名
は
釈
迦
六
例
、
釈
迦
・
多
宝
二
例
、

弥
勒
四
例
、
無
量
寿
二
例
、
観
世
音
一
例
、
破
損
に
よ
る
尊
名
不
明

二
例
と
な
る
。
釈
迦
像
等
を
彫
り
西
方
往
生
を
願
う
龍
門
造
像
記
内

容
の
状
況
は
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
、
釈
迦
関
係
の
浮
彫
を
有
し
、
弥

勒
交
脚
像
、
二
仏
並
坐
像
の
痕
跡
も
あ
り
、
西
方
浄
土
図
を
造
形
す

る
内
容
と
一
致
す
る
。

　

ま
た
本
稿
第
一
節
で
は
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
主
題
と
し
て
、
修
行
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五

者
へ
の
授
記
、
修
行
者
が
学
ぶ
べ
き
釈
迦
の
生
涯
の
主
題
を
み
る
こ

と
が
で
き
た
。
鴻
慶
寺
石
窟
は
洛
陽
と
長
安
を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
開

鑿
さ
れ
、
人
里
離
れ
た
場
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
石
窟
に
は
「
仙
修

石
窟
」「
先
修
石
窟
」
と
称
し
た
と
い
う
民
間
伝
承
が
あ
り（
（4
（

、
石
窟

の
主
題
、
伝
承
共
に
出
家
者
の
修
行
の
た
め
の
場
で
あ
っ
た
過
去
を

彷
彿
と
さ
せ
る
。
一
方
、
同
じ
北
魏
期
に
造
ら
れ
た
龍
門
石
窟
に
は

賓
陽
中
洞
に
大
き
な
本
生
図
が
彫
ら
れ
て
い
た
が
、
仏
伝
図
は
魏
字

洞
の
龕
楣
に
小
さ
く
彫
ら
れ
る
な
ど
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
と
主
題
の
扱

い
に
相
違
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
龍
門
北
魏
窟
が
、
修
行
者
の
場
と

い
う
よ
り
は
皇
帝
か
ら
一
般
人
に
至
る
ま
で
供
養
の
た
め
の
龕
を
設

け
る
場
で
あ
っ
た
事（
（4
（

が
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鴻

慶
寺
石
窟
第
一
窟
と
龍
門
石
窟
で
は
、
基
礎
と
な
る
信
仰
は
釈
迦
、

弥
勒
を
中
心
と
す
る
共
通
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
石
窟
の
機
能
が
異

な
っ
て
い
た
た
め
に
、
造
形
の
あ
ら
わ
れ
方
に
相
違
が
み
ら
れ
た
と

推
察
す
る
。

　

本
窟
の
破
損
摩
滅
の
程
度
は
著
し
い
。
一
般
に
良
質
で
完
全
な
造

形
を
資
料
と
し
て
扱
う
美
術
史
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
の
よ
う

な
状
態
の
資
料
か
ら
図
像
、
様
式
の
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
に
疑
問

も
提
出
さ
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
問
題
を
乗
り
越
え
て

で
も
、
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
彫
刻
そ
の
も
の
の
質
の
高
さ
、
さ
ら
に
本

窟
が
も
つ
最
初
期
の
西
方
浄
土
図
の
存
在
価
値
を
伝
え
た
い
と
考

え
、
あ
え
て
本
稿
を
記
し
た
。

註（
１
）　

河
南
省
古
代
建
築
保
護
研
究
所
編
『
鴻
慶
寺
石
窟
』
中
州
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
六
頁
。
鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
の
造
形
の

内
容
、
方
角
、
寸
法
に
つ
い
て
は
前
掲
『
鴻
慶
寺
石
窟
』
一
二
七
頁

～
一
三
三
頁
を
参
考
に
、
著
者
が
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
現
地
調
査

を
お
こ
な
っ
た
。
鴻
慶
寺
石
窟
に
は
唐
聖
暦
年
間
か
ら
清
に
至
る
ま

で
の
碑
刻
九
基
が
残
り
、
こ
の
う
ち
明
の
碑
は
、
則
天
武
后
が
こ
の

地
に
立
ち
寄
り
本
石
窟
寺
の
名
称
を
鴻
慶
寺
に
改
名
し
た
と
記
録
し

て
い
る
。
前
掲
『
鴻
慶
寺
石
窟
』
一
四
九
頁
。

（
２
）　

鴻
慶
寺
石
窟
を
専
論
す
る
従
来
研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
兪
剣
華
・
于
希
寧
「
澠
池
鴻
慶
寺
石
窟
」『
文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
六
年
第
四
期
。
李
文
生
「
澠
池
鴻
慶
寺
石
窟
」『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟
（
一
）』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
。
前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶

寺
石
窟
』。
楊
超
傑
『
洛
陽
周
囲
小
石
窟
全
録
』
第
二
巻
一
頁
～
五
七

頁
、
外
文
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。
い
ず
れ
も
鴻
慶
寺
第
一
窟
の
仏

伝
美
術
の
主
題
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
も
の
の
、
本
生
・
因
縁
、
西

方
浄
土
図
に
つ
い
て
比
定
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

な
お
、
本
文
で
述
べ
る
通
り
、
鴻
慶
寺
石
窟
は
北
東
に
一
二
〇
度

傾
き
南
東
に
門
口
を
開
い
て
い
る
た
め
、前
掲
註（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』

の
記
す
方
角
と
前
掲
兪
剣
華
・
于
希
寧
論
文
、
李
文
生
論
文
の
記
録
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す
る
方
角
が
九
〇
度
ず
れ
、前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』
が
西（
奥
）

壁
と
す
る
の
が
、
兪
・
于
、
李
各
論
文
で
は
北
壁
と
さ
れ
る
。
ま
た
石

窟
全
体
の
編
号
は
前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』
と
李
論
文
は
同
じ

で
あ
る
が
、
兪
・
于
論
文
で
は
南
か
ら
編
号
す
る
の
で
『
鴻
慶
寺
石
窟
』

の
第
一
窟
が
兪
・
于
論
文
で
は
第
四
窟
に
当
た
る
。

（
３
）　

安
田
治
樹
「
雲
岡
石
窟
の
彫
刻
に
み
ら
れ
る
本
縁
説
話
―
ア
シ
ョ
ー	

カ
施
土
物
語
と
燃
燈
仏
授
記
本
生
―
」『
佛
教
藝
術
』
一
三
五

号
、
一
九
八
一
年
。
李
静
傑
「
中
国
北
朝
期
に
お
け
る
定
光
仏
授

記
本
生
図
の
二
種
の
造
形
に
つ
い
て
」『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』

一
七
・
一
八
号
、
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
年
。
安
田
治
樹
「
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
燃
燈
仏
授
記
本
生
図
再
考
」『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
六
号
、

二
〇
一
〇
年
。

（
４
）　
『
四
分
律
』
大
正
藏
二
二
・
七
八
四
下
～
七
八
五
下
。

（
５
）　
『
修
行
本
起
經
』
大
正
藏
三
・
四
六
二
上
中
。

（
６
）　
『
太
子
瑞
應
本
起
經
』
大
正
藏
三
・
四
七
二
下
～
四
七
三
上
。

（
７
）　

安
田
治
樹
、
前
掲
註
（
３
）
論
文
「
雲
岡
石
窟
の
彫
刻
に
み
ら

れ
る
本
縁
説
話
―
ア
シ
ョ
ー
カ
施
土
物
語
と
燃
燈
仏
授
記
本
生
―
」

四
二
頁
～
四
四
頁
。

（
８
）　
『
付
法
藏
因
縁
傳
』
大
正
藏
五
〇
・
三
〇
七
中
。
大
島
幸
代
「
ア

シ
ョ
ー
カ
王
施
土
説
話
の
受
容
と
造
像
の
背
景
」『
奈
良
美
術
研
究
』

七
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
九
頁
。

（
９
）　

李
静
傑
、
前
掲
註
（
３
）
論
文
三
〇
頁
～
三
四
頁
、
図
一
〇
。

（
10
）　

例
え
ば
、
黄
明
蘭
編
著
『
洛
陽
北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
人
民
美

術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
図
一
〇
の
最
も
左
に
浮
き
彫
り
さ
れ
た

樹
木
図
が
近
い
表
現
。

（
11
）　

雲
岡
石
窟
の
降
魔
成
道
図
①
第
二
洞
中
心
柱
北
面
第
一
層
中
龕
（
摩

滅
著
し
い
）
②
第
六
洞
主
室
西
壁
下
層
中
央
龕
③
第
八
洞
主
室
北
壁

に
痕
跡
あ
り
④
第
八
洞
主
室
東
壁
第
一
層
南
龕
⑤
第
一
〇
洞
主
室
南

壁
第
三
層
西
部
⑥
第
一
二
洞
前
室
天
井
東
側
折
上
部
分
南
⑦
第
二
九

洞
南
壁
上
層
西
部
（
西
部
分
の
み
残
存
）
⑧
第
三
五
洞
南
壁
西
龕

（
12
）　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
造
形
の
あ
る
雲
岡
石
窟
第
六
、
第
八
、
第

一
〇
各
窟
の
そ
れ
は
一
体
の
魔
物
な
の
に
対
し
、
鴻
慶
寺
は
二
体
の

魔
物
で
あ
る
。
ま
た
雲
岡
第
八
窟
の
山
を
持
ち
上
げ
る
魔
物
は
、
釈

迦
像
の
天
蓋
の
右
に
表
さ
れ
る
。

（
13
）　

た
だ
し
、
鴻
慶
寺
石
窟
例
の
規
模
が
大
き
い
た
め
か
、
鴻
慶
寺
の

降
魔
図
に
は
失
わ
れ
た
釈
迦
像
の
右
側
に
も
二
体
の
魔
物
が
各
々
一

本
ず
つ
槍
を
か
ま
え
て
攻
撃
す
る
場
面
が
彫
ら
れ
る
。

（
14
）　

た
だ
し
、
雲
岡
第
一
〇
窟
浮
彫
の
魔
王
は
釈
迦
の
右
側
に
表
さ
れ
、

鴻
慶
寺
像
と
は
異
な
る
。
他
の
雲
岡
石
窟
例
に
お
い
て
娘
た
ち
は
右

側
に
彫
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
必
ず
し
も
鴻
慶
寺
像
と
同
じ
位
置
で
は

な
い
。

（
15
）　
『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟（
一
）』平
凡
社
、一
九
八
七
年
、図
二
一
二
。

本
石
窟
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
王
振
国
氏
に
よ
り
詳
細
な
研
究
が
な

さ
れ
、『
法
華
經
』
の
一
六
王
子
を
表
現
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
王
振

国
「
龍
門
路
洞
調
査
報
告
」『
龍
門
石
窟
與
洛
陽
佛
教
文
化
』
中
州
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
頁
～
四
三
頁
。

（
16
）　
『
過
去
現
在
因
果
經
』
大
正
藏
三
・
六
三
三
中
。

（
17
）　

雲
岡
石
窟
の
愛
馬
別
離
図
は
①
②
第
二
洞
中
心
柱
西
面
第
二
層
南



鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
つ
い
て
（
久
野
）

一
七

龕
像
と
同
北
龕
像
。
北
龕
像
は
摩
滅
著
し
く
馬
も
跪
い
て
な
い
可
能

性
が
あ
る
。
③
④
第
六
洞
明
窓
西
側
と
同
東
側
。
明
窓
東
側
の
馬
は

破
損
し
て
見
ら
れ
な
い
。
⑤
第
二
九
洞
南
壁
中
層
西
部
⑥
第
四
一
洞

北
壁
東
部
。

（
18
）　

前
掲
註
（
15
）『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟
（
一
）』
図
五
七
、
図
七
八
、

図
九
二
、
図
九
三
。
龍
門
石
窟
の
樹
下
菩
薩
半
跏
思
惟
像
は
、
男
女

を
問
わ
ず
貴
人
が
跪
く
、
供
物
を
捧
げ
る
な
ど
す
る
像
で
あ
る
。

（
19
）　

兪
剣
華
・
于
希
寧
前
掲
註
（
２
）
論
文
、
四
八
頁
。
李
文
生
、
前
掲

註
（
２
）
論
文
二
五
六
頁
。
前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』
一
二
八
頁
。

（
20
）　

兪
剣
華
・
于
希
寧
前
掲
註
（
２
）
論
文
四
八
頁
～
四
九
頁
。
本
文

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
窟
の
方
角
の
記
述
が
従
来
研
究
相
互
で

異
な
り
、
前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』
で
南
面
と
す
る
の
が
兪
剣

華
・
于
希
寧
前
掲
註
（
２
）
論
文
で
は
西
面
に
当
た
る
。

（
21
）　

兪
剣
華
・
于
希
寧
前
掲
註（
２
）論
文
四
九
頁
。
前
掲
註
（
１
）『
鴻

慶
寺
石
窟
』
一
三
〇
頁
～
一
三
一
頁
。
李
文
生
、
前
掲
註
（
２
）
論

文
二
五
七
頁
～
二
五
八
頁
、
挿
図
９
は
「
一
連
の
仏
伝
説
話
を
表
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。

（
22
）　

李
文
生
、
前
掲
註
（
２
）
論
文
二
五
八
頁
。
前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶

寺
石
窟
』
一
三
二
頁
、
四
八
頁
図
版
七
八
。

（
23
）　

楊
超
傑
、
前
掲
註
（
２
）『
洛
陽
周
囲
小
石
窟
全
録
』
第
二
巻
図

二
三
。

（
24
）　
『
浄
土
三
部
経
（
上
）
大
無
量
寿
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、

一
七
三
頁
。

（
25
）　

前
掲
註
（
24
）
書
『
浄
土
三
部
経
（
上
）
大
無
量
寿
経
』
一
六
三

頁
～
一
六
五
頁
、
二
〇
四
頁
～
二
〇
六
頁
。

（
26
）　
『
浄
土
三
部
経
（
下
）
観
無
量
寿
経
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
、

二
六
頁
、
二
八
頁
～
三
五
頁
。

（
27
）　

宿
白
「
洛
陽
地
方
に
お
け
る
北
朝
期
石
窟
の
初
歩
的
考
察
」
前
掲

註
（
２
）『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟
（
一
）』
二
一
六
頁
、
二
二
六
頁
、

二
三
二
頁
～
二
三
三
頁
。

（
28
）　

李
文
生
、
前
掲
註
（
２
）
論
文
二
五
四
頁
。

（
29
）　

石
松
日
奈
子『
北
魏
仏
教
造
像
史
の
研
究
』ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、二
〇
〇
五

年
、
一
七
四
頁
。

（
30
）　

前
掲
註（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』一
七
三
頁
～
一
七
四
頁
。
本
文（　

）

内
の
西
暦
年
は
本
稿
著
者
。

（
31
）　

賀
玉
萍『
北
魏
洛
陽
石
窟
文
化
研
究
』河
南
大
学
出
版
社
、二
〇
一
〇

年
、
一
八
七
頁
。

（
32
）　

宿
氏
は
路
洞
の
南
北
璧
の
浮
彫
に
つ
い
て
仏
伝
図
と
称
し
て
い
る

が
、
本
図
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
15
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
王
振
国

氏
に
よ
り
『
法
華
經
』
の
一
六
王
子
図
と
い
う
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

雲
岡
第
六
窟
中
心
柱
西
面
下
層
の
仏
誕
生
図
に
浮
き
彫
さ
れ
た
摩

耶
夫
人
の
左
の
人
物
の
長
身
で
細
い
体
つ
き
な
ど
も
、
鴻
慶
寺
の
定

光
仏
本
生
図
に
あ
る
菩
薩
立
像
と
共
通
し
て
い
る
。『
中
国
石
窟　

雲

岡
石
窟
（
一
）』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
図
七
三
。

（
34
）　

温
玉
成
「
龍
門
北
朝
期
小
合
龍
の
類
型
と
分
期
お
よ
び
北
朝
期
石

窟
の
編
年
」『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟
（
一
）』
平
凡
社
、一
九
八
七
年
、

二
〇
六
頁
。

（
35
）　

前
掲
註
（
２
）『
中
国
石
窟　

龍
門
石
窟
（
一
）』
図
八
、九
。
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（
36
）　

正
光
は
六
年
六
月
孝
昌
に
改
元
し
て
い
る
の
で
、
五
月
一
五
日
の

正
光
六
年
銘
に
違
和
感
は
な
い
。『
二
十
四
史
（
魏
書
）』
第
二
三
巻
、

中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
、
二
四
一
頁
。
本
造
像
記
は
、『
彙
録
』
下

巻
二
六
八
頁
に
彙
一
一
六
四
拓
本
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
同
二
六
七
頁

に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）　
『
蓮
華
洞
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
九
九
頁
、
図
一
四
五
。

（
38
）　

李
文
生
、
前
掲
註
（
２
）
論
文
、
二
五
九
頁
。

（
39
）　

宿
白
、
前
掲
註
（
27
）
論
文
、
二
二
六
頁
〔
注
49
〕
に
は
、
鴻
慶

寺
本
浄
土
図
を
南
響
堂
山
の
大
幅
浮
彫
（
西
方
浄
土
図
）
の
起
源
と

す
る
件
が
あ
り
、
宿
氏
は
西
方
浄
土
図
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
そ
こ
に
は
積
極
的
な
言
及
は
な
い
。

（
40
）　
『
中
国
美
術
全
集　

絵
画
編
17　

麦
積
山
等
石
窟
壁
画
』
人
民
美
術

出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
図
五
二
～
図
五
五
。

（
41
）　
『
中
国
国
宝
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
朝
日
新
聞
社
、
一
八
三
頁
、
出
展
番

号
一
一
九
。

（
42
）　

勝
木
言
一
郎
『
初
唐
・
盛
唐
期
の
敦
煌
に
お
け
る
阿
弥
陀
浄
土
図

の
研
究
』
創
土
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
六
一
頁
図
三
〇
、
一
六
二
頁
図

三
一
。

（
43
）　

稲
本
泰
生
「
小
南
海
中
窟
と
滅
罪
の
思
想
―
僧
稠
周
辺
に
お
け
る

実
践
行
と
『
涅
槃
経
』『
観
無
量
寿
経
』
の
解
釈
を
中
心
に
」『
鹿
園

雜
集
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
。

（
44
）　
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
（
三
）』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、
図

二
四
。

（
45
）　
「
造
像
背
景
と
し
て
の
生
天
、
託
生
西
方
願
望
―
中
国
南
北
朝
期
を

中
心
と
し
て
―
」『
佛
教
藝
術
』
第
一
八
七
号
、
一
九
八
九
年
。
な
お
、

南
北
朝
期
に
は
釈
迦
、
弥
勒
を
造
り
託
生
西
方
願
望
を
示
す
造
像
記

が
多
く
無
量
寿
仏
銘
は
少
な
め
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
藤
堂
恭
俊
氏

が
指
摘
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
、
石
川
琢
道
氏
著
書
『
曇
鸞
浄
土
教

形
成
論
―
そ
の
思
想
的
背
景
―
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
に
お
い
て

初
め
て
知
っ
た
。
一
九
八
九
年
時
点
で
の
著
者
の
従
来
研
究
探
索
の

不
完
全
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
、
陳
謝
す
る
。

（
46
）　

龍
門
石
窟
北
魏
窟
に
み
ら
れ
る
造
像
記
を
「
無
量
寿
仏
以
外
を
主

尊
と
し
託
生
西
方
願
望
を
示
す
造
像
記
」「
無
量
寿
仏
を
主
尊
と
す
る

全
て
の
造
像
記
」
に
分
け
て
年
代
順
に
箇
条
書
き
す
る
。
列
挙
順
は

以
下
の
よ
う
な
凡
例
に
よ
る
。
①
制
作
年
②
造
像
記
の
位
置
③
確
認

資
料
（
確
認
資
料
は
略
称
で
記
述
。
資
料
の
完
全
な
名
称
は
後
述
）

④
造
形
⑤
造
像
記
抜
粋
。
傍
線
、（　

）
は
著
者
。

	

「
無
量
寿
仏
以
外
を
主
尊
と
し
託
生
西
方
願
望
を
示
す
造
像
記
」
1
①

太
和
十
九
年
（
四
九
五
）
②
古
陽
洞
北
壁
第
九
四
龕
③
彙
一
八
四
〇

拓
本
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
長
樂
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉
遅
・
・
造
此

弥
勒
像
一
區
願
牛
橛
（
亡
息
）
捨
於
分
段
之
郷
騰
遊
無
礙
之
境
若
生

世
界
妙
樂
自
在
之
處
・
・
2
①
太
和
二
十
二
年
（
四
九
八
）
②
古

陽
洞
南
壁
第
五
八
龕
③
彙
二
二
九
七
拓
本
④
一
交
脚
菩
薩
二
菩
薩

⑤
・
・
造
弥
勒
佛マ
マ

一
區
願
現
在
者
安
隠
亡
者
諸
佛
濟
敗
常
在
安
洛

之
處
・
・
・
3
①
正
始
三
年
（
五
〇
六
）
②
古
陽
洞
北
壁
第
六
一
龕

③
彙
一
八
五
五
拓
本
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
造
釋
迦
像
一
區
并
二
菩

薩
願
端
値
生
妙
樂
國
土
・
・
4
①
永
平
三
年
（
五
一
〇
）
②
古
陽
洞

北
壁
第
一
五
八
龕
③
彙
一
八
七
二
拓
本
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
造
釋



鴻
慶
寺
石
窟
第
一
窟
に
つ
い
て
（
久
野
）

一
九

迦
像
一
軀
願
使
託
生
西
方
妙
樂
國
土
・
・
又
願
身
平
安
遇
與
弥
勒
倶

生
蓮マ
マ
華
樹
下
三
會
説
法
・
・
5
①
永
平
四
年
（
五
一
一
）
②
古
陽
洞

西
壁
第
三
一
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
一
一
一
Ｘ
④
龕
頂
上
に
六
飛
天
、
龕
周

囲
に
五
三
仏
一
交
脚
菩
薩
二
菩
薩
二
蓮
華
化
生
⑤
・
・
敬
造
弥
勒
像

一
區
并
五
十
三
佛
為
亡
母
願
亡
母
託
生
西
方
妙
樂
國
土
・
6
延
昌
元

年
（
五
一
二
）
②
古
陽
洞
第
二
七
〇
龕
あ
る
い
は
第
二
六
九
龕
③
彙

一
八
七
六
拓
本
④
一
交
脚
菩
薩
二
弟
子
二
菩
薩
、
一
仏
？
二
菩
薩
二

弟
子
⑤
・
・
造
弥
勒
像
二
區
使
亡
父
母
託
生
紫
微
安
樂
之
處
・
7
①

延
昌
二
年
（
五
一
三
）
②
古
陽
洞
西
壁
第
三
〇
龕
③
録
文
八
四
一
、

彙
二
二
四
〇
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
託
生
西
方
淨
佛
國
土
・
・
8

①
正
光
二
年
（
五
二
一
）
②
古
陽
洞
南
壁
東
第
一
三
六
龕
③
録
文

六
四
七
、
彙
二
三
二
四
④
不
明
⑤
觀
世
音
像
為
貴
中
子
願
託
生
安
樂

處
・
・
・
・
9
①
正
光
五
年
（
五
二
四
）
②
火
焼
洞
東
壁
第
四
龕
③

録
文
七
五
五
、
彙
二
六
一
三
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
造
釋
迦
像
一

區
・
・
託
生
西
方
□
□
□
□
□
□
之
處
・
・

①
孝
昌
三
年
（
五
二
七
）

②
蓮
華
洞
北
壁
第
五
四
龕
③
彙
一
一
三
七
拓
本
④
一
仏
二
菩
薩
過
去

七
仏
、
蓮
華
化
生
、
維
摩
文
殊
⑤
・
・
造
釋
迦
像
籍
此
微
功
願
令
亡

考
比
託
生
西
方
妙
樂
國
土
値
佛
聞
法
見
弥
世マ
マ
勒
・
・

①
孝
昌
三
年

（
五
二
七
）
②
皇
甫
公
洞
③
彙
二
六
二
八
拓
本
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
〇
三
一
五

Ｘ
④
三
壁
の
う
ち
正
壁
大
龕
主
尊
一
仏
、
左
大
龕
主
尊
二
仏
並
坐
、

右
壁
大
龕
主
尊
一
菩
薩
坐
像
⑤
・
・
願
生
安
養
・
・

①
大
昌
元
年

（
五
三
二
）
②
蓮
華
洞
北
壁
第
六
五
龕
③
彙
一
一
四
〇
拓
本
④
二
仏
並

坐
二
菩
薩
六
比
丘
⑤
・
・
・
造
多
寶
佛
兩
區
・
・
離
三
徒マ
マ
八
難
託
生

西
方
安
樂
之
處
値
遇
諸
佛
・
・

①
永
煕
二
年
（
五
三
三
）
②
趙
客

師
洞
前
壁
第
一
一
龕
③
録
文
四
七
二
、
彙
一
四
三
二
④
龕
上
に
六
坐

仏
、
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
、
二
化
生
像
維
摩
文
殊
⑤
・
・
造
釋
迦
像

一
區
友
師
忘マ
マ
者
神
生
西
方
静マ
マ
土
値
諸
佛
・
・

①
永
煕
二
年（
五
三
三
）

②
蓮
華
洞
北
壁
第
六
六
龕
③
彙
一
一
四
一
拓
本
④
一
仏
二
弟
子
二
菩

薩
二
力
士
飛
天
維
摩
文
殊
⑤
・
造
釋
迦
像
一
區
在
窟
願
亡
父
母
託
生

天
上
安
樂
之
處
値
遇
諸
佛
・
・

①
造
像
様
式
か
ら
北
魏
②
古
陽
洞

南
壁
第
一
七
九
龕
③
録
文
〇
六
九
一
、
彙
二
三
五
二
④
二
仏
並
坐

⑤
・
・
造
釋
迦
牟
尼
佛
多
寶
佛
二
區
・
・
恒
遇
諸
佛
同
生
妙
洛
遊
之

　

乘

	

「
無
量
寿
仏
を
主
尊
と
す
る
全
て
の
造
像
記
」
〇
無
量
壽
仏
像
を
つ

く
り
明
ら
か
に
託
生
西
方
願
望
を
示
す
造
像
記
に
は
★
印
を
付
け

た
。
1
①
★
神
亀
元
年
（
五
一
八
）
②
彙
第
六
三
二
龕
、『
總
録
』
第

六
三
三
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
一
七
七
Ｘ
④
一
仏
二
菩
薩
尖
拱
龕
上
方
八

弟
子
⑤
・
・
無
量
壽
□
□
夫
託
生
西
□
□
願
□
供
2
①
神
亀
二
年

（
五
一
九
）
②
古
陽
洞
南
壁
第
一
七
三
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
二
〇
二
Ｘ
④
一

仏
二
弟
子
二
菩
薩
⑤
・
・
割
資
産
造
無
量
壽
佛
斯
願
天
下
一
切
含
生

有
形
之
類
速
勝
妙
景
及
七
世
父
母
所
生
父
母
因
属
知
識
常
與
遇
弥
勒

三
唱
恒
登
先
道
・
・
3
①
正
光
三
年
（
五
二
二
）
②
火
焼
洞
東
壁
第

一
一
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
〇
二
三
三
Ｘ
④
一
倚
坐
仏
二
弟
子
⑤
・
・
造
無

量
壽
佛1

區
願
長
命
老
壽
恒
侍
佛
因
縁
4
①
正
光
四
年
（
五
二
三
）

魏
字
洞
南
壁
第
八
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
〇
二
三
八
Ｘ
④
一
仏
二
弟
子
二
菩

薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
像
一
堪
顚
亡
者
離
苦
得
樂
普
津
法
界
5
①
孝

昌
二
年
（
五
二
六
）
②
魏
字
洞
南
壁
第
三
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
〇
三
〇
一

Ｘ
④
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
供
養
6
①
孝
昌
二
年



法
政
史
学
　
第
八
十
四
号

二
〇

（
五
二
六
）
②
魏
字
洞
南
壁
第
四
龕
③
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
④
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｏ
二
九
七
Ｘ
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
像
一
軀
願
出
至
天
郷
三
有
群
少
同

律
法
澤
普
登
正
覚
7
①
孝
昌
二
年
（
五
二
六
）
②
魏
字
洞
南
壁
第
五

龕
③
彙
一
五
二
九
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
8
①
孝
昌
三

年
（
五
二
七
）
②
蓮
華
洞
北
壁
第
九
〇
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
三
〇
八
Ｘ
④

一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
像
一
區
願
亡
者
生
天
捨
苦
得
樂
・
・
・

9
①
永
煕
二
年
（
五
三
三
）
②
古
陽
洞
北
壁
第
一
九
五
龕
③
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｏ
三
六
四
Ｘ
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
像
一
區
・
・
離
苦

得
□
値
遇
諸
佛

①
前
傾
「
無
量
寿
仏
以
外
を
主
尊
と
し
託
生
西
方

願
望
を
示
す
造
像
記
」
の
⑪
孝
昌
三
年
銘
蓮
華
洞
北
壁
第
五
四
龕
像

と
の
造
像
様
式
比
較
で
北
魏
と
推
定
②
蓮
華
洞
北
壁
第
四
一
龕
③
『
蓮

華
洞
』
一
二
三
頁
拓
本
④
一
倚
坐
仏
二
菩
薩
維
摩
文
殊
⑤
大
統
寺
比

丘
道
縁
為
己
身
眷
属
造
無
量
壽
像
一
區
願
生
生
世
世
値
佛
聞
法
・
・
・

①
★
造
像
記
中
の
「
願
」
の
字
が
北
魏
在
銘
願
造
像
記
の
そ
れ
と

同
じ
な
の
で
北
魏
制
作
と
推
定
②
古
陽
洞
北
壁
第
一
六
〇
龕
③
彙

一
九
九
三
拓
本
④
一
仏
二
菩
薩
⑤
・
・
敬
造
無
量
壽
像
普
為
一
切
衆

生
願
託
彼
國

	

上
記
「
無
量
寿
仏
を
主
尊
と
す
る
全
て
の
造
像
記
」
中
の
1
～
9
に

つ
い
て
は
、
倉
本
尚
德
「
北
朝
・
隋
代
の
無
量
壽
・
阿
彌
陀
像
銘
―

特
に
『
觀
無
量
壽
經
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
」『
仏
教
史
学
研
究
』

五
二
（
二
）
二
〇
一
〇
年
、
表
一
「
北
朝
・
隋
代
の
無
量
壽
像
銘
」

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

	

「
出
典
資
料
の
略
称
と
略
称
」　　
　
　

：
劉
景
龍
・
李
玉
昆
主
編

『
龍
門
石
窟
碑
刻
題
記
彙
録
』
上
下
巻
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
九
七
年
の
拓
本
写
真
。　
　
　

：
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
ウ
ェ
ブ
公
開
漢
籍
管
理
番
号
、　　

：
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
「
録

文
」『
龍
門
石
窟
の
研
究
』京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、一
九
四
一
年
。

　
　

：
劉
景
龍
・
楊
超
傑
『
龍
門
石
窟
總
録
』
全
一
二
巻
、
中
国

大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。　
　
　

：
劉
景
龍
編
著
『
蓮

華
洞　

龍
門
石
窟
第
七
一
二
窟
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

（
47
）　

前
掲
註
（
１
）『
鴻
慶
寺
石
窟
』
一
五
六
頁
。

（
48
）　

石
松
日
奈
子
、
前
掲
註
（
29
）
書
、
一
六
三
頁
。
拙
稿
「
中
国
伝

統
文
化
か
ら
み
た
龍
門
石
窟
―
唐
代
の「
場
」を
中
心
と
し
た
試
論
―
」

『
佛
教
藝
術
』
第
三
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
。

［
図
版
出
典
］

（
図
１
、
３
、
４
～
８
、
10
、
11
）
河
南
省
古
代
建
築
保
護
研
究
所
編

『
鴻
慶
寺
石
窟
』
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
図
版
五
、

五
二
、
六
、
一
五
、
一
〇
、
一
七
、
七
三
、
八
一
、
八
三
。

（
図
２
）
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
『
雲
岡
石
窟
』
第
九
巻
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
、
一
九
五
三
年
、
図
版
三
九
。

（
図
９
）『
洛
陽
周
囲
小
石
窟
全
録
』
第
二
巻
三
一
頁
、
外
文
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
、
図
二
四
。

［
付
記
］
本
稿
作
成
の
た
め
鴻
慶
寺
石
窟
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
塩
沢
裕

仁
先
生
、
龍
門
石
窟
研
究
院
の
御
支
援
を
賜
っ
た
。
記
し
て
こ
こ
に

感
謝
す
る
。


